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いちご「愛きらりⓇ」のブランド化について 

 
園芸農産課  

 
「愛きらりⓇ」は、県農業総合試験場とＪＡあいち経済連が 

約５年かけて共同開発したいちごの新ブランドで、愛知県産で

あること、特徴である光沢感をイメージして名付けられました。 

県は、農業団体、生産者等と共に愛知県いちご新品種ブランド

化推進協議会を設立し、「愛きらりⓇ」のブランド化推進に取り組

んでいます。 

今回は、2024 年度の取り組みを紹介します。 

 

１ 「愛きらりⓇ」について 

 大きくてツヤがあり、しっかりとした甘さがあることが特徴

で、見た目も味も満足できるいちごです。果実が大きく、果形が

整っていて濃い赤色で光沢に優れており、見た目が華やかで高

級感があります。酸味が少なく、しっかりとした甘さがあり、果

皮も果肉も赤い色が濃く、スライス断面の見栄えが良いため、

ケーキなどの加工品への活用にも適します。 

 2023 年２月から試験販売を開始し、今年度、本格販売を迎え

ました。毎年 10 月頃から翌年６月頃まで、主に中京地域のスー

パーや量販店などで販売されます。 

 

２ 「愛きらりⓇ」のブランド化の取り組み  

（１）ＰＲ販売イベント 

ジェイアール名古屋タカシマヤ（2025年１月 22日～24日）、

ラシック（2025 年２月 21 日～22 日）にてＰＲ販売イベント

を開催しました。 

イベントでは、「愛きらりⓇ」の試食や、「紅ほっぺ」等の他

品種も含めて愛知県産いちごの販売を行い、その魅力をＰＲ

しました。 

 

（２）「愛きらりⓇ」を使用したスイーツの販売 

  ジェイアール名古屋タカシマヤの期間限定ショップ（2025

年１月 22 日～28 日）、ラシック及び名古屋栄三越内の一部ス

イーツショップやカフェ（2025 年２月 15 日～３月４日）で、

「愛きらりⓇ」を使用したスイーツが販売されました。 

 

（３）ＰＲ動画の制作  

愛知県で洋菓子店を経営するパティシエや「愛きらりⓇ」

生産者に出演いただき、「愛きらりⓇ」を使ったスイーツを

テーマにしたＰＲ動画を制作しました。 

2025 年１月 23 日から YouTube 上で発信しています。 

（https://youtu.be/h_OOTUyfINI?si=bYA8QT9xjtReES6A） 

「愛きらりⓇ」ロゴマーク 

「愛きらりⓇ」 

ＰＲ販売イベントの様子 

ＰＲ動画 
“「ひと口調査」～『愛きらり®』編～ 

【愛知県・いいともあいち運動】” 

「愛きらりⓇ」を使用したスイーツ 
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（４）愛知県洋菓子協会との連携 

愛知県洋菓子協会役員の洋菓子店オーナー７名に「愛きらりⓇ」を使用した商品を試作

いただき、新商品としての取扱いを検討いただきました。 

今後、一部店舗は新商品のテストマーケティングを行います。 

 

（５）知事の名刺を使ったＰＲ  

県では知事の名刺を活用した農林水産物のＰＲを行っており、今年度は 12 月と１月に

知事が使用する名刺に「愛きらりⓇ」の図案を入れ、県内外へのＰＲを行いました。 

2024 年 11 月 27 日に愛知県いちご新品種ブランド化推進協議会の代表者らが知事を 

訪問し、知事が「愛きらりⓇ」を試食し、その魅力をＰＲしました。 

 

（６）農林水産祭「実りのフェスティバル」への出展 

2024年 11月１日～２日に池袋サンシャインシティで開

催された農林水産祭「実りのフェスティバル」の「都道府

県特産物の技術・経営展」で愛知県のブース展示コーナー

に、ＰＲグッズ（ポスター、パンフレット、ミニのぼり）、

果実を展示しました。 

 

（７）生産技術の高度化に関する取組 

  今年度から「イチゴ『愛経４号』の栽培指針」、「イチゴ 

『愛経４号』栽培事例集」や定植後の収穫株のタイムラプス 

動画を活用し、各産地で栽培技術の普及に取組んでいます。 

情報共有と技術の研鑽を図るため、2024 年６月 21 日に「令和６年度生産高度化研修」

(参加者 133 名)、2024 年 10 月 29 日に「令和６年度『愛経４号（商標名：愛きらり）』

栽培研修会」（参加者 89 名）を開催し、県農業総合試験場が「愛きらり」栽培管理の要

点（育苗期間の肥培管理による心止まり防止、厳寒期の葉面積など）を講演しました。 

収量が既存品種より多く、特に販売単価の高い年内から厳寒期に多い点や、果実が大

きく、果形の揃いも良いことから省力的に収穫・出荷調製ができる点を生産者から評価

され、東三河地域を中心に栽培面積が拡大しています。「愛きらり」導入が進んでいる産

地では、現地巡回や研修会を開催しました。本格出荷を迎えた今年度は、昨年作に比べ

て生産者数は２倍以上、出荷量は３倍以上増加する見込みです。 

 

３ 課題と今後の目指すところ 

 2025 年２月１日～２日にＪＲセントラルタワーズにて

実施した、「令和６年度『愛きらりⓇ』消費者調査」では、

「愛きらりⓇ」の認知度は 18％であり（図１）、昨年度の

同時期、同地点により実施した調査による認知度 16％か

らほとんど上昇していないという結果となりました。 

「愛きらりⓇ」を愛知県のブランドいちごとして地位を

確立させるためには、知名度を向上させるとともに、作付

面積や出荷量をさらに増加させ、かつ安定して高品質な

果実を生産できる体制が必要です。 

引き続き、関係機関と連携しながら認知度向上に資する取組を行い、ＰＲしていくとと

もに、栽培指針を各地域へ普及させ、高品質果実生産を推進することで、消費者にとって

も生産者にとっても喜ばれるいちごとして皆さまに愛されるブランドいちごとなるよう、

努めてまいります。 

知っていた
18%

知らなかった
82%

図１ 「愛きらり」の認知度の結果 

(令和６年度「愛きらりⓇ」消費者調査より) 

ブース展示の様子 
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海部地域食育推進ボランティア研修会 

「地域の食文化と歴史」を開催しました 

 
海部農林水産事務所 

 
地域の食文化に対する理解を深め、地産地消を推進するために、令和６年

12 月 11 日、海部総合庁舎会議室において、令和６年度海部地域食育推進ボラ

ンティア研修交流会を実施しました。 

講師として、愛知県調理師会 副会長 鳥居久雄氏を迎え、「地域の食文化と

歴史」をテーマに講演いただきました。 

当日は、食育推進ボランティア等関係者 25 名が参加し、対話形式の講演が

開催されました。 

講演では、郷土料理の話題を中心に、地域の風土や文化と深く結びついて

いる「あいちの伝統野菜」や「あいちの水産」についても語られ、参加者は

興味深く聞き入っていました。 

あいちの伝統野菜については、愛知縮緬かぼちゃの調理方法や早生とうが

んのわたの食べ方など、水産については、鰻の蒲焼の「蒲焼」は、植物の蒲

（がま）に由来しているなどの紹介がありました。 

講演後のアンケートでは、「郷土料理は奥が深く興味深い」「知らない伝統

野菜をたくさん知ることができたので、身近な人にも伝えていきたいと思っ

た」等の感想が寄せられました。 

こうした研修交流会等を通して、あいちの農林水産業への関心を高め、地

産地消を推進します。 

 

 
 

 
熱心に受講する参加者 
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大村知事が首都圏の消費者に「あいちの農産物」をＰＲ 
 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 
 
愛知県農産物需要拡大推進協議会（構成：愛知県、ＪＡあいち経済連）の主催による「あ

いちの農産物トップセールス」が 2025 年２月８日（土）にイオンスタイル板橋（東京都板

橋区）で開催されました。首都圏のイオンでは初の開催になります。 

本イベントは、本県産農産物の約３割が出荷されている首都圏において、これらの需要

の一層の拡大を目的として毎年開催しています。大村知事が直接、首都圏の消費者に向け

てＰＲを行っており、今回で 17 回目の開催となりました。 

 

１ 大村知事らが本県産農産物の魅力をＰＲ 

トップセールスでは、大村知事が「愛知と言えば工業県というイメージが強いと思い

ますが、中部地区最大の農業県でもあります。本日は愛知の農産物をたくさんご用意し

ました。ぜひともお買い求めいただき、ご家族やご友人に美味しさをお伝えください。」

とＰＲしました。また、ＪＡあいち経済連会長、ＪＡひまわり、ＪＡ愛知みなみ、ＪＡ

豊橋の各組合長からもＰＲが行われ、来場者に本県産農産物を強く印象づけました。そ

の後、来場者 200 名に配付した抽選券による「お楽しみ抽選会」を実施し、特賞として

５名に本県産農産物の詰合せ（キャベツ、トマト、いちごなど）、参加賞として 195 名に

本県の新しいブランドいちご「愛きらり®」の２個入りパックのプレゼントを行いました。

会場には子供連れが多く、特賞を渡す際に子供が受け取りに出てくる場面もありました。 

 

２ 盛りだくさんのイベントを併せて実施 

トップセールスの他にも多くのイベントを実施し、本県の魅力をＰＲしました。 

・本県産農産物の朝市（店舗入口）及び特設売り場（店舗内）の設置 

・「服部半蔵忍者隊」によるニンジャショーと写真撮影会 

・ジブリトートバッグの配付 

・店舗内のデジタルサイネージでのＰＲ動画放映（本県のＰＲ、キャベツのＰＲ） 

 

当日は、トップセールスを開催したイオンスタイル板橋を含む、イオンリテール株式

会社南関東カンパニーの 10 店舗で本県産農産物の販売・ＰＲが行われました。 

今後もこのような取組を通じて、「あいちの農産物」を多くの首都圏の消費者に知って

もらい、首都圏での消費拡大を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本県産農産物をＰＲする大村知事（中央）  いちご「愛きらり®」を配付する大村知事 

 

 

 

 

 

 

 

朝市（店舗入口）と特設売り場（店内）には、多彩な本県産農産物が勢揃い 
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地産地消流通網の構築について 

  食育消費流通課 
 

県では、地元の農産物を地元で消費する「地産地消」を進めるとともに、生産者の販路

拡大を支援するため、2021 年度から 2023 年度にかけて「地産地消流通網構築事業」を実

施しました。最終年度である 2023 年度の実施結果と 2024 年度の状況を報告します。 

 
１ 事業の内容 

本事業では、農産物の生産者と小売店や飲食をマッチングする IT システムと農産物の共

同配送を組み合わせた「やさいバス」の仕組を活用しました。生産者と小売店等に対する

説明会や個別調整を行って配送ルートを設計し、知多地域と豊橋・田原地域で実際にトラッ

クを運行する実証試験を行いました（表１）。実証試験では生産者による IT システムの使

い勝手、集荷場所（バス停）への農産物の出荷の課題等の確認を行いました。 

 
表１ 2023 年度の実証試験の状況 

 知多地域 豊橋・田原地域 

実施期間 2023 年 12 月～2024 年２月 2023 年 11 月～2024 年２月 

生産者数 ３ 13 

小売店数 ４ ４ 

運行日 火・木 月・水・木 

現在の運行状況 2024 年４月から休止 継続 

 
２ 生産者からの評価 

「やさいバス」は、小売店が農産物を直接買い取るため、代金決済がスムーズで、生産

者のコスト負担が少なく、生産者から特に高く評価されました。また、生産者に近いとこ

ろに設置された集荷場所で農産物を回収するため、生産者の出荷の手間も軽減されます。 
 
 

 

図 実証試験における豊橋・田原地域の配送ルート 
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３ 事業の効果と今後の展開 

豊橋・田原地域の配送ルートは現在も継続して運行されており（表２）、生産者に新しい

販路を提供することができました。 

また、2021 年度から 2023 年度に事業への参加を呼び掛けた生産者等に「やさいバス」

が継続して働きかけをし、尾張地域では 2024 年 12 月に新しい配送ルートが構築されまし

た。 

本事業の課題は、少量で多品目の農産物を効率よく配送するために、綿密な調整と安定

した物量の確保が必要なことです。 

特に、物量を確保するためには、多くの生産者が参加する必要があり、配送ルートを設

定する前に、新しい販路の開拓に意欲的な生産者を集めることが重要です。豊橋・田原地

域の事業における配送ルートの継続運行は、新しい取組に挑戦する意欲を持った生産者が

多くいたことが要因の一つで、多くの若い生産者から「新しい取り組みは、既存の販路に

加え、新たな販路開拓になる」との声が聞かれました。 

 

地産地消を維持・発展させるためには、地産地消を実践する消費者が必要です。県とし

ては、「いいともあいち運動」を通じて、地元農産物を積極的に購入する消費者を増やし、

生産者の所得向上を図っていきます。 

  
表２ 2024 年度の豊橋・田原地域の配送ルートの運行状況 

＊販売額には県外への販売分も含む。 

 

 

年 2024                 2025 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 

生産者数 11 13 14 19 29 35 41 35 25 25 

小売店数 4 2 

生産者の 

総販売額 

（千円） 

432 1,033 747 1,237 1,406 1,833 2,180 1,244 2,216 1,641 

バーコードを貼って出荷 バス停に集荷された農産物 
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「白菜の収穫体験と漬物講習会」を実施しました 

園芸農産課  
 
愛知県は野菜産出額、漬物出荷額ともに全国上位となっていますが、県民 1 人当たりの

野菜摂取量は全国の中でも非常に低いです。そこで、県民の方に愛知県の農産物と漬物へ

の関心を高めていただき、消費を促進するため、白菜をテーマにした「白菜の収穫体験と

漬物講習会」を 2024 年 12 月９日（月）に名古屋市内で開催しました。 

 

１ 「白菜の収穫体験と漬物講習会」事業の概要 

  当事業は農林水産省の「消費・安全対策交付金」の事業メ

ニュー「食文化の保護・継承のための取組支援」として実施

しました。今回は、秋冬野菜の白菜をテーマに、漬物を通し

て伝統的な食文化への理解を深め、その食文化を地域や家庭

で受け継いでいただくことを目的としました。 

 

２ 講話・体験会の内容 

事業実施に御協力いただいた、JA なごや下之一色支店管内

の生産者団体 VAC（Vegetable Active Club）及び VAC 部長の

布目巳佐子氏、(株)香味小夜子の柴田哲典氏を講師として、

白菜の収穫体験や白菜に関する講話、漬物のレシピ講座と簡

単な漬物作り体験など盛りだくさんの内容で実施しました。 

（１）白菜の収穫体験 

開催日は天候に恵まれ、参加者は生産者のアドバイスを

受けながら、支店付近のほ場で白菜を収穫できました。包

丁で株元を切って収穫する作業でしたが、初めての方も多

く、大きな白菜が収穫できると歓声が上がっていました。 

（２）白菜の講話 

今夏は高温が続いたことで白菜栽培が非常に難しかった

ことや、当地域で古くから栽培されている野崎白菜の特徴 

等の話があり、参加者は熱心に聞いていました。また、併せて VAC の活動の紹介があ

り、参加者は地産地消の魅力について改めて認識していました。 

（３）漬物レシピに関する講義 

 白菜を使った漬物のレシピ紹介の後、白菜の切り方や振り塩の仕方について実演をし

ました。参加者は紹介されたレシピについてメモを取りながら聞いていました。 

（４）漬物作り体験 

 あらかじめ塩漬けした白菜と人参を調味液につける作業を行いました。簡単な作業で

したが、参加者から「どの位で味が染みるか」等の質問が上がるなど、熱心に作業に取

り組んでいました。 

 

  講習会後に実施したアンケートでは、「野菜について考える機会はありそうでないので

良かった。」、「漬物を食べる習慣がなかったが、作って食べてみたい。」等の感想があり、

愛知県産の野菜と漬物の魅力を知っていただく貴重な機会となりました。今後も広く県民

に向けてＰＲに努めていきます。 

白菜の収穫体験の様子 

漬物作り体験の様子 
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第 73回関東東海花の展覧会が池袋で開催されました 

 
東京事務所行政課農産物プロモーショングループ 

 

2025 年１月 30 日から２月２日にサンシャインシティ文化会館で「第 73 回関東東海花の

展覧会」（主催：愛知県含む１都 11 県、一般社団法人日本花き生産協会など花き関係６団

体）が開催されました。花に対する理解を深め、花の一層の消費拡大を図ることを目的と

した日本最大規模の花の展覧会です。１月 30 日（木）に出品物の品評会、１月 31 日（金）

に開場式と一般公開が行われましたので、その概要を紹介します。              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開場式の様子 

 

１ 産地紹介コーナーにおける本県の展示 

  産地紹介コーナーでは、関東東海地域の各都県にお

ける特産の花や、オリジナル品種などが紹介されまし

た。本県は、県で開発した日持ち性の良いスプレー

カーネーション「カーネフジ愛農１号（販売名：ド

リーミィーチェリー）」、「カーネアイノウ１号（販売

名：ドリーミィーブロッサム）」、香りのある白系バラ

の「愛知２号（販売名：アモールサベル）を展示しま

した。この他のキクでは、スプレーマムやフルブルー

ムマムに染料を混ぜた水に生けて花弁を染めたカラー

リングマムを展示しました。 

 

          

本県の展示  

 

２ 花の品評会の概要 

花の品評会には、切り花や鉢物など合計 1,462 点が出品されました。本県からは 180

点の出品があり、金・銀・銅賞合わせて 58 点が受賞しました。そのうち、「きく」が特

別賞として農林水産大臣賞を受賞しました。 
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表 本県の受賞一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※金・銀・銅賞の中から農林水産大臣賞、農林水産省農産局長賞などを受賞した点数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本県のきくが農林水産大臣賞を受賞     一般公開での展示 

 

３ 花の即売会 

最終日の２月２日（日）には品評会に出品された花の即売会が開催されました。毎年恒

例の大人気企画で、受賞した花も購入することができるため、開場前の早朝から整理券配

布に長蛇の列ができていました。 

本県産の花も販売され、本県の花をＰＲできるイベントとして需要拡大の効果が期待さ

れました。 

今後も、各種イベントを通じて花の消費拡大と理解促進の取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花の即売会 

部門 
受賞 

合計 

賞別内訳 
※特別賞 

金賞 銀賞 銅賞 

カーネーション 10 ２ １ ７ ３ 

きく 28 ４ ９ 15 11 

ばら ３ － １ ２ １ 

球根切花 ３ １ １ １ ２ 

観葉植物 10 ２ ３ ５ ４ 

一般鉢物 ３ － － ３ － 

洋らん １ － １ － １ 
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フラワーバレンタインプロモーション２０２５について 

 

園芸農産課 
 
日本では、バレンタインデーはチョコレートを贈る日として定着していますが、イギリ

スやアメリカを始めとするいくつかの国では、大切な人に愛や感謝を伝えるために花を贈

る風習があります。 

日本においても、バレンタインデーに大切な人へ花を贈る文化が定着することを目指し、

一般社団法人花の国日本協議会(旧フラワーバレンタイン推進委員会)が、「フラワーバレン

タイン」を推進しています。 

花の産出額が 62 年連続日本一の愛知県では、県産花きの需要拡大とあいちの花のＰＲを

目的に、2011 年度から花き関係団体等と「フラワーバレンタインあいち実行委員会」を組

織し、様々な取組を行っています。今年度も県内及び東京都内でフラワーバレンタインプ

ロモーションを実施しました。 

 

１ 愛知県内でのプロモーション 

（１）イオンモール大高でのプロモーション 

   2025 年２月１日(土)、２日(日)に、イオンモール大高(名古屋市緑区)で花贈りパ

フォーマンスやワークショップを実施しました。 

初日には、花男子プロジェクト※による花贈りパフォーマンスを実施しました。花男

子が音楽に合わせて即興でブーケを作り、来場者も花男子のサポートを受けながら

ブーケを作ってパートナーに贈る体験ができました。この花贈り体験は、感謝の気持

ちを花束に込めて贈るもので、参加者も観覧者も温かい気持ちになるイベントとなり

ました。 

また、花贈りパフォーマンスに大村知事が出演し、あいちの花とフラワーバレンタ

インのＰＲ、来場者への花贈りを行い、会場は大いに盛り上がりました。 

  

花贈りパフォーマンスの様子 

 

二日目には、スタンディングブーケや花苗の寄せかごを制作できるワークショップ

を開催し、二人で参加された方には参加費がお得になるペア割を実施しました。ペア

割を利用された方は全体の８割で、賑やかなワークショップとなりました。 

   

        ワークショップの様子     スタンディングブーケ  花苗の寄せかご 
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（２）生花店におけるＰＲ 

 2025 年１月 14 日(火)から２月 14 日(金)まで、県内の生

花店約 400 店舗で、フラワーバレンタインを消費者に周知

する POP の掲示を行いました。 

 

 

２ 東京都内でのプロモーション 

   2025 年２月８日(土)、９日（日）に、羽田空港第３ターミナルに隣接する羽田エア

ポートガーデン(東京都大田区)において花贈りパフォーマンスやフォトスポットの設

置等を実施しました。 

花男子プロジェクトによる花贈りパフォーマンスで

は、愛知県出身の女性ユニット「コキリカ家'」による

ヴァイオリンとピアノの演奏に合わせて、大村知事が選

んだあいちの花を使ったブーケを制作しました。制作し

たブーケは、大村知事から来場者へ贈られました。 

また、大村知事や愛知県経済農業協同組合連合会会長

などから、来場者へあいちの花の花束をプレゼントしま

した。 

フォトスポットは、会場の櫓を舞台に、「和モダンのフ

ラワーバレンタイン」をコンセプトとして、愛知県産の

キク、バラ、グロリオサ、アルストロメリア等を使用し

て設置しました。カラーリングマムを印象的に装飾した

フォトスポットでは、国内外の多くの来場者が写真撮影

を楽しんでいました。 

さらに、今年度は 2024 年 12 月に締結された「東京都

と愛知県との連携・協力に関する協定」に基づき、東京都により都産の花き類の展示を

行い、会場を彩りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   今後も、愛知県では「フラワーバレンタイン」を通して、花の需要拡大と県産花き

のＰＲを積極的に推進していきます。 

 

※ 花男子プロジェクト 
東三河で活動するフローリスト（主に花や植物に携わる職種）や生産者、卸、流通に関わる有志が集まり、
結成されたパフォーマンス集団で、「花を贈る文化を育てていきたい」という想いで活動しています。 

ＰＯＰ 

花贈りパフォーマンス 

あいちの花のプレゼント 

東京都の花き類展示 フラワーフォトスポット 
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　○　名古屋市中央卸売市場（品目：ふき）

入　荷　量 卸 売 価 格

      (ｔ)    (円/kg) （上位３産地）

2024年実績 ２６９ ２６４ ３４２ ３３２ 愛知（９８％）

（９８％） 徳島（　２％）

2025年見通し ２２０ － ３６０ － －

　○　東京都中央卸売市場（品目：ふき）

入　荷　量 卸 売 価 格

      (ｔ)    (円/kg) （上位３産地）

2024年実績 ３２１ ２３５ ５１７ ５３５ 愛知（７３％）

（７３%） 群馬（２２％）

2025年見通し ２６０ － ５８０ － 千葉（　１％）

愛知産青果物の動向

　「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表す用語』
につきましては、下記の基準で記載しております。

前年並　：±１％台以下
わずか　：±２％台以内
や　や  ：±３～５％台
かなり　：±６～15％台
大　幅  ：±１６％以上

前年主要産地
うち愛知産 愛知産

うち愛知産 愛知産

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

【概要】
　全国的に作付面積は減少傾向で、2024年の入
荷量は５年前の2019年と比較して約63％減少し
た。本県産は、今作は高温の影響で生育がやや
遅れ、生育当初は赤さび病に加えてコナジラミ
の発生が多かったが、１月以降は減少傾向であ
る。入荷量は面積減少と高温による収量減で前
年より減少し、単価は野菜全般が単価高のため
前年より上昇する見込み。
【見通し】
入荷量：前年を大幅に下回る。(△19.0%)
価　格：前年をかなり上回る。(12.2%)

　生産者の高齢化により作付面積と生産量の減少が続
くと予想されるが、減少が続くと希少性よりも販売し
なくなる方にシフトすることが危惧されるので、次の
取組をお願いしたい。
・出荷量の維持
・秋ふき（抑制作）から春ふき（促成作）までシーズ
ンを通した安定出荷
・有利販売のための精度の高い出荷予定の情報発信

  ・量販店を中心とした産地の魅力発信やブランド化

前年主要産地

卸売市場から産地への要望・提言等概要と見通し

【概要】
　県内の主な産地は知多半島。生産者の高齢化
による栽培面積の減少と高温の影響による不作
で入荷量は大幅に下回る見通し。
【見通し】
入荷量：前年を大幅に下回る。(△18.2％)
価　格：前年をやや上回る。(5.3％)

　食生活の変化等によりふきの需要は減っているが、
一定の需要があるため、産地には栽培面積と入荷量の
維持をお願いしたい。
　若手の生産者が経営を継続できるように、消費拡
大、生産体制の支援等、関係者が連携して産地を支援
していく必要がある。
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名古屋・東京市場における青果物の３月の見通し

２月１３日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2020年 ３３，６６６ 213 208 195 愛知 22%
2021年 ３４，３５５ 212 218 218 北海道 22%
2022年 ３４，８６６ 222 216 215 茨城 9%
2023年 ３３，３２０ 259 249 231 鹿児島 9%
2024年 ３４，１６３ 234 241 224 熊本 5%

５ ヵ 年 平 均 ３４，０７４ － － －

2025年見通し ３３，１００ － － －

2020年 １，５１２ 77 78 105 千葉 37%
2021年 １，７６４ 80 88 89 静岡 21%
2022年 １，７０５ 118 116 110 鹿児島 20%
2023年 １，５８７ 97 91 93 愛知 10%
2024年 １，４７８ 91 113 129 神奈川 7%

５ ヵ 年 平 均 １，６０９ 93 97 105

2025年見通し １，４５０ 110 115 120

2020年 １，８４６ 125 174 194 徳島 55%
2021年 １，９６５ 207 218 204 愛知 38%
2022年 ２，２５３ 101 113 119 長崎 4%
2023年 １，９５９ 132 160 170 鹿児島 2%
2024年 １，８８２ 161 197 221

５ ヵ 年 平 均 １，９８１ 144 170 179

2025年見通し １，８００ 240 230 210
に
　
ん
　
じ
　
ん

１６７
２１０
１１０
１５４
１９３

１６５

【産地状況】
　愛知の切り上がりが例年より早く、中旬以
降から入荷する徳島との間に谷間ができる可
能性がある。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや下回る。(△4.4％)
　価　格：高値だった前年をかなり上回る。
　　　　　(14.0％)

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　静岡、神奈川は終盤に入り、入荷は徐々に
減少する。各産地トンネル物の作付が減って
おり、例年より少ない入荷となる見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。(△1.9％)
　価　格：前年並。(0.9％)

【産地状況】
　愛知と北海道を中心に入荷する。品薄高は
続くものの、気温上昇や適度な雨により、入
荷量は微増するものの、高値傾向の見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや下回る。(△3.1％)
　価　格：前年をかなり上回る。(9.9％)

２２０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地(％)

２２４

２５６
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ
　
い
　
こ
　
ん

８５
８４

１１３
９２

１０９

９７

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２０６
２１６
２１８
２４６
２３３

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場
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注）

２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2020年 １２４，３７５ 228 235 263 茨城 15%

2021年 １２１，３７８ 240 236 240 千葉 13%

2022年 １１７，０４６ 279 267 259 北海道 11%

2023年 １１１，３６７ 270 264 263 愛知 10%

2024年 １０４，７７９ 279 304 332 神奈川 7%

５ ヵ 年 平 均 １１５，７８９ － － －

2025年見通し １０２，０００ － － －

2020年 １０，２２４ 71 65 95 千葉 51%

2021年 １０，００９ 74 77 79 神奈川 44%

2022年 ９，１６０ 113 113 101 福岡 2%

2023年 ８，８９５ 93 86 91 茨城 1%

2024年 ８，１００ 85 102 127 静岡 1%

５ ヵ 年 平 均 ９，２７８ 87 88 98

2025年見通し ８，１００ 110 110 125

2020年 ６，４３６ 153 175 188 徳島 52%

2021年 ６，６３６ 210 219 202 千葉 28%

2022年 ６，８６１ 111 106 107 鹿児島 5%

2023年 ６，１８８ 140 160 167 埼玉 3%

2024年 ５，６８０ 172 208 218 茨城 3%

５ ヵ 年 平 均 ６，３６０ 157 172 175

2025年見通し ５，４００ 230 200 230

１１５

品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２４４

２３８

２６８

２６６

２６３

２９０

前年主要産地（％）

だ
　
い
　
こ
　
ん

７７

７７

１０９

９０

１０５

９１

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

【産地状況】
　前月同様、数量減・単価高の傾向は続く
が、増量期となる果菜類の単価は平年並に落
ち着く見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をわずかに下回る。(△2.7%)
価　格：前年をやや下回る。(△5.2%)

２２０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

３０６

【産地状況】
　千葉、神奈川を中心に入荷する。各産地の
干ばつ傾向は解消され順調な生育を見込む。
神奈川は終盤となる。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.0%)
価　格：前年をかなり上回る。(9.5%)

【産地状況】
　千葉産は終盤となり、徳島を中心に入荷す
る。徳島は生育初期の高温・干ばつが肥大に
影響し、Ｍ・Ｌサイズ中心となる。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△4.9%)
価　格：前年をかなり上回る。(9.5%)

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。
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２月１３日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2020年 ２，３０８ 101 104 135 茨城 50%
2021年 ２，２５８ 56 65 70 長崎 14%
2022年 ２，００１ 77 94 103 兵庫 10%
2023年 ２，１７３ 86 97 109 三重 9%
2024年 ２，０５３ 114 149 223 熊本 9%

５ ヵ 年 平 均 ２，１５９ 87 101 127

2025年見通し １，８００ 160 160 160

2020年 ３，９４４ 76 68 94 愛知 91%
2021年 ４，８８２ 64 61 60 三重 3%
2022年 ４，５０４ 107 113 89 静岡 2%
2023年 ５，０７７ 79 78 75 滋賀 2%
2024年 ４，０６０ 79 91 107 熊本 1%

５ ヵ 年 平 均 ４，４９３ 81 82 84

2025年見通し ３，６００ 150 150 150

2020年 ２８３ 423 462 587 茨城 46%
2021年 ３８３ 361 329 384 愛知 26%
2022年 ３７６ 476 369 388 福岡 10%
2023年 ３５０ 482 425 435 岐阜 9%
2024年 ２３０ 498 622 592 静岡 3%

５ ヵ 年 平 均 ３２４ 444 424 461

2025年見通し ３００ 550 520 450

４４６
５７１

４４１

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地(％)

４０７

 前年及び本年の

５２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　日長及び気温上昇に伴い、増量傾向。各産
地順調な出荷となる見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年を大幅に上回る。(30.4％)
　価　格：高値だった前年をかなり下回る。
　　　　　(△8.9％)
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

【産地状況】
　12月から１月までの低温、干ばつのため、
生育不良。小玉傾向が続く。今後、降雨があ
れば出荷量の増加が見込まれる。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり下回る。(△11.3％)
　価　格：前年を大幅に上回る。(63.0％)

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　各産地とも前進傾向で、茨城の切り上がり
が早い見込み。長崎は順調な生育。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり下回る。(△12.3％)
　価　格：高値だった前年並。(1.3％)

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2020年 ８，０７９ 80 90 144 茨城 75%

2021年 ８，７３３ 33 41 58 群馬 10%

2022年 ７，７４２ 61 78 111 兵庫 8%

2023年 ６，６７７ 66 84 116 長崎 4%

2024年 ６，４６９ 90 140 230 埼玉 2%

５ ヵ 年 平 均 ７，５４０ 64 84 127

2025年見通し ５，８００ 170 170 140

2020年 １８，３１６ 77 75 119 愛知 58%

2021年 １９，０９９ 62 64 61 神奈川 24%

2022年 １８，０５２ 114 116 106 千葉 14%

2023年 １７，３８５ 86 86 84 群馬 1%

2024年 １５，２０８ 93 105 134 静岡 1%

５ ヵ 年 平 均 １７，６１２ 86 88 99

2025年見通し １３，８００ 220 185 150

2020年 １，３５９ 427 434 628 茨城 48%

2021年 １，６０９ 349 305 350 群馬 34%

2022年 １，７０２ 432 350 424 埼玉 6%

2023年 １，６１９ 438 381 436 千葉 5%

2024年 １，３３６ 493 581 553 栃木 4%

５ ヵ 年 平 均 １，５２５ 426 403 470

2025年見通し １，３５０ 470 500 500

【産地状況】
　愛知を中心に入荷する。各産地の秋冬作の
大幅な数量増は見込めない。神奈川の春作の
入荷量が下旬からまとまってくる。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△9.3%)
価　格：前年を大幅に上回る。(65.2%)

【産地状況】
　茨城、群馬を中心に入荷する。茨城は概ね
生育順調、群馬は一部産地で干ばつにより生
育が停滞傾向。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(1.0%)
価　格：前年をかなり下回る。(△9.6%)

１１２

９２

１８５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

 前年及び本年の

８５

【産地状況】
　茨城を中心に入荷する。入荷量は、上旬は
茨城の秋冬作が終盤で不安定だが、下旬にか
けて茨城の春作が増えて安定する。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△10.3%)
価　格：前年をかなり上回る。(13.5%)

 入荷量・価格の動き
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

４９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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２月１３日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2020年 ８８６ 303 292 316 大分 38%
2021年 ７４４ 473 417 409 静岡 11%
2022年 ８２６ 416 374 365 群馬 11%
2023年 ８６０ 347 319 314 茨城 6%
2024年 ７７８ 412 393 416 愛知 6%

５ ヵ 年 平 均 ８１９ 387 356 361

2025年見通し ８００ 300 300 300

2020年 １，７２２ 172 178 243 茨城 38%
2021年 １，７５４ 147 146 149 兵庫 26%
2022年 １，６９６ 271 218 192 熊本 9%
2023年 １，９０３ 247 211 189 長崎 8%
2024年 １，４６９ 191 259 343 静岡 6%

５ ヵ 年 平 均 １，７０９ 206 201 219

2025年見通し １，６００ 250 250 250

2020年 １，６１０ 348 343 298 愛知 55%
2021年 １，５３９ 318 319 290 群馬 13%
2022年 １，４９７ 318 275 255 宮崎 12%
2023年 １，３４１ 372 328 318 高知 10%
2024年 １，１７３ 509 425 374 鹿児島 8%

５ ヵ 年 平 均 １，４３２ 366 334 303

2025年見通し １，３００ 360 350 340

３０４
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３０７
２８１
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４２８

 前年及び本年の

３５０

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地(％)

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　各産地天候が良ければ、前年より多い出荷
となる見込み。春産地の群馬は上旬から増量
し、下旬にピークとなる見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり上回る。(10.8％)
　価　格：高値だった前年を大幅に下回る。
　　　　　(△18.2％)

３３１

 前年及び本年の

２５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　茨城の春物が増えてきて、春らしい売場作
りができれば、荷動きは良好か。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり上回る。(8.9％)
　価　格：高値だった前年をやや下回る。
　　　　　(△3.8％)

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　大分、静岡の春ねぎは順調な出荷となる見
込み。例年に比べ太物は少ない。
【概況見通し】
　入荷量：前年をわずかに上回る。(2.8％)
　価　格：前年を大幅に下回る。(△26.8％)
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２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2020年 ４，８９４ 264 250 286 千葉 36%

2021年 ３，９８３ 537 473 447 埼玉 21%

2022年 ４，３３２ 389 352 343 茨城 15%

2023年 ４，５４８ 296 264 282 栃木 9%

2024年 ４，２９６ 402 376 394 群馬 6%

５ ヵ 年 平 均 ４，４１１ 371 338 346

2025年見通し ４，１００ 440 470 500

2020年 ６，７９９ 160 163 229 茨城 49%

2021年 ７，１７４ 135 126 138 静岡 12%

2022年 ７，０１７ 258 202 177 香川 10%

2023年 ７，０２７ 235 198 176 長崎 8%

2024年 ６，１００ 180 243 330 福岡 6%

５ ヵ 年 平 均 ６，８２３ 194 185 206

2025年見通し ６，１００ 250 220 220

2020年 ６，２６６ 386 365 324 群馬 27%

2021年 ６，１３７ 325 313 297 宮崎 24%

2022年 ６，１８４ 323 271 264 千葉 14%

2023年 ５，６８９ 394 334 321 埼玉 13%

2024年 ４，９００ 591 444 383 茨城 10%

５ ヵ 年 平 均 ５，８３５ 396 341 315

2025年見通し ４，７００ 420 360 360

２８１

３９１

３５２

品
目
名

 前年及び本年の

４７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　千葉、埼玉等を中心に入荷する。秋冬作は
気温上昇と適度な降雨による生育回復を見込
む。下旬には春作の入荷量が増える。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△4.6%)
価　格：前年を大幅に上回る。(20.2%)
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１８６
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２１２

２０２

２４８

１９５

【産地状況】
　茨城、静岡等を中心に入荷する。Ｌ中心の
入荷となり、降雨で肥大が進む可能性はある
が、極端な数量増はない見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.0%)
価　格：前年をかなり下回る。(△7.3%)

 前年及び本年の

２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　群馬、宮崎等を中心に入荷する。各産地と
も概ね生育順調。天候次第だが、３月は増量
期のため安定した入荷が見込まれる。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△4.1%)
価　格：前年を大幅に下回る。(△17.0%)

 前年及び本年の

３８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

３４６

　　　区分
実績
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２月１３日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2020年 ６５３ 417 411 378 熊本 64%
2021年 ５９１ 378 369 355 愛知 34%
2022年 ６０４ 408 361 337 高知 2%
2023年 ７１５ 388 348 335
2024年 ５７０ 415 398 388

５ ヵ 年 平 均 ６２７ 401 377 358

2025年見通し ６１０ 420 400 380

2020年 １，０８２ 368 406 407 熊本 53%
2021年 １，２２３ 304 311 306 愛知 22%
2022年 １，１３８ 326 314 317 岐阜 12%
2023年 １，０５２ 361 368 428 三重 10%
2024年 ９９８ 377 394 456 鹿児島 1%

５ ヵ 年 平 均 １，０９９ 345 356 379

2025年見通し １，０００ 400 450 500

2020年 ４２０ 791 809 753 熊本 70%
2021年 ５６５ 654 634 604 愛知 24%
2022年 ５８７ 670 658 630 和歌山 3%
2023年 ５３１ 768 747 751 宮崎 3%
2024年 ４６８ 836 807 795

５ ヵ 年 平 均 ５１４ 737 723 699

2025年見通し ５１０ 700 700 700

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地(％)

 前年及び本年の

７００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　各産地、着花は良好。気温の上昇に伴い増
量する見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり上回る。(9.0％)
　価　格：前年をかなり下回る。(△13.7％)

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

７７８
６２８
６４９
７５４
８１１

７１７

 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　１月の好天候により樹勢は回復しつつあ
り、例年並の出荷を見込む。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。(0.2％)
　価　格：前年をかなり上回る。(10.0％)

ト
　
　
マ
　
　
ト

３９４
３０５
３１７
３８５
４０９

３５９

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　２月の寒気による生育遅れの反動で、気温
上昇に伴い、増量傾向。単価は高値で継続す
る。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり上回る。(7.0％)
　価　格：前年並。(0.3％)
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す

３９７
３６５
３６４
３５４
３９９

３７５
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２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2020年 ３，０５６ 465 454 432 高知 57%

2021年 ３，１６４ 416 403 395 福岡 23%

2022年 ３，２５１ 451 406 363 熊本 12%

2023年 ３，１６０ 395 364 362 佐賀 3%

2024年 ２，６８５ 455 449 465 栃木 2%

５ ヵ 年 平 均 ３，０６３ 436 414 401

2025年見通し ２，７００ 400 430 490

2020年 ５，４７２ 440 462 468 熊本 30%

2021年 ６，２９４ 354 354 352 栃木 26%

2022年 ５，９２１ 381 373 369 愛知 13%

2023年 ５，２４６ 406 416 468 茨城 6%

2024年 ４，５９３ 432 444 519 埼玉 5%

５ ヵ 年 平 均 ５，５０５ 400 406 429

2025年見通し ４，４００ 460 430 400

2020年 １，７４１ 787 794 713 熊本 45%

2021年 １，９６３ 634 625 569 愛知 17%

2022年 ２，０２７ 634 618 592 千葉 11%

2023年 １，７８５ 757 711 724 宮崎 9%

2024年 １，５５３ 812 784 776 静岡 7%

５ ヵ 年 平 均 １，８１４ 718 700 668

2025年見通し １，６００ 780 750 720

な
　
　
　
　
す

４４７

４０４

４０２

３７３

４５６

４１５

【産地状況】
　高知を中心に入荷する。気温の上昇、日射
量の増加とともに着果数が増え、３月は増量
期となる見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(0.6%)
価　格：前年をやや下回る。(△3.5%)

 前年及び本年の

４４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ト
　
　
マ
　
　
ト

４５８

３５３

３７４

４３０

４６７

４１２  前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ
　

ニ
　

ト
　

マ
　

ト

７５５

６０６

６１３

７２９

７９０

前年主要産地（％）　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の６９２

品
目
名

７５０

【産地状況】
　熊本、栃木等を中心に入荷する。各産地と
も概ね生育順調。入荷は、Ｍサイズ中心で、
数量は中旬以降に増える見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△4.2%)
価　格：前年をかなり下回る。(△7.9%)

【産地状況】
　熊本、愛知等を中心に入荷する。各産地と
も概ね生育順調で、入荷量は中旬以降に緩や
かに増える見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや上回る。(3.0%)
価　格：前年をやや下回る。(△5.1%)
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２月１３日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2020年 ４８６ 657 659 633 鹿児島 60%
2021年 ５５２ 621 577 547 宮崎 25%
2022年 ５０５ 683 629 484 高知 13%
2023年 ４６４ 792 750 593 茨城 2%
2024年 ３６８ 821 795 794

５ ヵ 年 平 均 ４７５ 706 672 598

2025年見通し ３８０ 700 700 700

2020年 ３，４２５ 125 129 181 鹿児島 69%
2021年 ２，４３５ 279 326 317 北海道 31%
2022年 ２，７１５ 289 244 190 長崎 1%
2023年 ２，８９９ 178 173 198
2024年 ２，９２８ 156 177 180

５ ヵ 年 平 均 ２，８８０ 199 203 209

2025年見通し ２，７００ 240 240 240

2020年 ７，１８２ 81 80 74 北海道 83%
2021年 ７，０１４ 91 89 80 静岡 9%
2022年 ５，７６６ 191 184 189 愛知 6%
2023年 ６，５２７ 113 129 107 中国 1%
2024年 ７，００６ 126 127 123 佐賀 1%

５ ヵ 年 平 均 ６，６９９ 118 119 112

2025年見通し ６，８００ 140 140 140

前年主要産地(％)品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　北海道を中心に静岡、愛知などから入荷す
る。静岡産は前進出荷により上旬にピークと
なる見込み。愛知産は３月中旬から下旬にか
けて出荷量が増加する見通し。
【概況見通し】
　入荷量：前年をわずかに下回る。(△2.9％)
　価　格：前年をかなり上回る。(12.9％)

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

７７
８６

１８８
１１４
１２４

１１５

 前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　北海道は前年より少ない入荷見込み。鹿児
島は平年作で、下旬に向け増加の見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり下回る。(△7.8％)
　価　格：前年を大幅に上回る。(40.4％)

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１４６
３０６
２３７
１８４
１７１

２０３

 前年及び本年の

７００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　茨城の春ピーマンの入荷の開始と冬春産地
の増量により、単価は落ち着く見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をやや上回る。(3.3％)
　価　格：高値だった前年をかなり下回る。
　　　　　(△10.5％)
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２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2020年 ２，０４２ 689 671 654 茨城 41%

2021年 ２，１２６ 637 595 552 宮崎 33%

2022年 ２，０８７ 684 645 530 鹿児島 13%

2023年 ２，０６９ 791 733 601 高知 13%

2024年 １，９１９ 827 798 784 沖縄 1%

５ ヵ 年 平 均 ２，０４９ 724 686 621

2025年見通し １，９００ 740 690 640

2020年 ９，２３９ 107 120 148 北海道 51%

2021年 ６，１６３ 269 286 286 鹿児島 48%

2022年 ７，００６ 266 231 186 長崎 1%

2023年 ６，５４７ 147 147 155

2024年 ７，４９６ 133 152 171

５ ヵ 年 平 均 ７，２９０ 177 181 185

2025年見通し ７，１００ 160 160 220

2020年 １２，２３７ 79 85 70 北海道 67%

2021年 １０，９２３ 106 104 93 静岡 14%

2022年 ９，１０２ 225 233 241 佐賀 8%

2023年 ９，８１９ 134 138 133 長崎 6%

2024年 １０，４４７ 159 156 147 中国 3%

５ ヵ 年 平 均 １０，５０６ 136 139 132

2025年見通し ９，８００ 130 160 160

６７１

６９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

６６９

５９２

６０９

６９８

８００

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

１２６

２８０

２２４

１４９

１５２

１８０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

７６

１０１

２３３

１３５

１５４

１３５  前年及び本年の

１５０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
名

　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

【産地状況】
　北海道を中心に入荷する。入荷量は、北海
道は小玉傾向だが平年並、静岡は生育不良で
平年より少ない見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年をかなり下回る。(△6.2%)
価　格：前年をわずかに下回る。(△2.6%)

【産地状況】
　茨城、宮崎等を中心に入荷する。天候も安
定し、各産地とも生育順調で、気温の上昇と
ともに入荷量は増える見込み。
【概況見通し】
入荷量：前年並。(△1.0%)
価　格：前年をかなり下回る。(△13.8%)

【産地状況】
　北海道、鹿児島を中心に入荷する。北海道
は順調な入荷を見込む。鹿児島は低温・干ば
つの影響で生育遅れがみられる。
【概況見通し】
入荷量：前年をやや下回る。(△5.3%)
価　格：前年を大幅に上回る。(18.4%)

 前年及び本年の
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２月１３日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2020年 ６，８５０ 415 440 454 フィリピン 23%
2021年 ６，７４４ 423 419 465 青森 17%
2022年 ７，２２３ 425 439 485 愛媛 14%
2023年 ６，５５１ 493 480 470 熊本 10%
2024年 ７，６２９ 471 479 459 愛知 8%

５ ヵ 年 平 均 ６，９９９ － － －

2025年見通し ６，８００ － － －

2020年 １，５７２ 340 355 360 青森 100%
2021年 １，９４５ 251 250 259
2022年 １，３３２ 377 384 389
2023年 １，８４０ 299 297 309
2024年 １，０８７ 449 462 477

５ ヵ 年 平 均 １，５５５ 330 335 344

2025年見通し １，０００ 520 520 520

2020年 ９０５ 1,222 1,254 1,252 愛知 62%
2021年 ９６０ 1,426 1,434 1,318 熊本 21%
2022年 １，０８９ 1,273 1,090 1,028 鹿児島 7%
2023年 ９９４ 1,605 1,347 1,162 福岡 2%
2024年 ７０５ 1,648 1,650 1,546 佐賀 2%

５ ヵ 年 平 均 ９３１ 1,422 1,333 1,239

2025年見通し ９００ 1,500 1,400 1,300

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地(％)

果
　
　
実
　
　
計

４４６
４４６
４４４
４７９
４６７

４５６  前年及び本年の

５１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　かんきつ、りんご、いちごなどが主な品目
となる。かんきつは、数量減の単価高が予想
される。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり下回る。(△10.9％)
　価　格：前年をかなり上回る。(9.2％)

り
　
　
ん
　
　
ご

３５１
２５３
３８３
３０１
４６２

３３６  前年及び本年の

５２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　CA貯蔵、SF処理中心の出荷。下等級品の割
合が高まるが、価格は高値推移となる見込
み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をかなり下回る。(△8.0％)
　価　格：前年をかなり上回る。(12.6％)

い
　
　
ち
　
　
ご

１，２４４
１，３８４
１，１２７
１，３５４
１，６１５

１，３２５  前年及び本年の

１，４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　高温期に入るため、遠隔地の品質低下が懸
念される。３番果がピークを迎える予想。
【概況見通し】
　入荷量：前年を大幅に上回る。(27.7％)
　価　格：前年をかなり下回る。(△13.3％)
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２月２８日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

2020年 ２９，２１１ 484 500 498 青森 20%

2021年 ３１，０５４ 496 492 543 愛媛 15%

2022年 ２７，９５５ 573 565 556 熊本 10%

2023年 ２７，７８０ 582 591 560 栃木 10%

2024年 ２４，８７０ 624 653 663 静岡 7%

５ヵ年平均 ２８，１７４ － － －

2025年見通し ２４，３００ － － －

2020年 ６，０６９ 346 343 344 青森 98%

2021年 ７，５３３ 261 260 258 山形 1%

2022年 ５，６１２ 366 377 377

2023年 ６，５０６ 293 299 306

2024年 ４，９４１ 434 449 468

５ヵ年平均 ６，１３２ 332 337 341

2025年見通し ４，９５０ 460 460 470

2020年 ５，１０２ 1,438 1,359 1,239 栃木 50%

2021年 ５，２６９ 1,399 1,394 1,328 福岡 13%

2022年 ５，９９７ 1,335 1,218 1,178 茨城 12%

2023年 ５，６８７ 1,535 1,362 1,232 静岡 8%

2024年 ４，８７１ 1,581 1,580 1,469 佐賀 6%

５ヵ年平均 ５，３８５ 1,454 1,375 1,283

2025年見通し ４，７７０ 1,585 1,590 1,470

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果
　
　
実
　
　
計

５１２

５０９

５６５

５７８

６４７

５５９  前年及び本年の

６７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　みかん、いちご、りんごが入荷の中心。み
かん全体の入荷は終盤に向かい、いちごは入
荷ピークとなる。
【概況見通し】
　入荷量：前年をわずかに下回る。(△2.3%)
　価　格：前年をやや上回る。(4.3%)

り
　
　
ん
　
　
ご

３５３

２６０

３７３

２９９

４５１

３３８  前年及び本年の

４６３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 

【産地状況】
　青森の入荷が中心。「ふじ」「ジョナゴー
ルド」「王林」が多く、各品種とも食味、品
質は良好。
【概況見通し】
　入荷量：前年並。(0.2%)
　価　格：前年をわずかに上回る。(2.7%)

い
　
ち
　
ご

１，３３５

１，３７１

１，２４３

１，３６８

１，５３６

１，３６５  前年及び本年の

１，５４８  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

【産地状況】
　栃木が半数以上を占め、２番果と３番果の
連続した入荷を見込む。福岡は後半に入荷量
が増えてくる見込み。
【概況見通し】
　入荷量：前年をわずかに下回る。(△2.1%)
　価　格：前年並。(0.8%)

名 古 屋 市 中 央 卸 売 市 場東 京 都 中 央 卸 売 市 場
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切　花　・　鉢　花　の　３　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　３月３日現在）

2020年 １，８７１ ４７
実 2021年 １，６６１ ６０

2022年 １，４５６ ６３
績 2023年 １，４８９ ６７

2024年 １，４２１ ５９

１，５８０ ５９

１，４００ ６０

概
　
要

2020年 １，７８４ ２７
実 2021年 １，８５４ ３７

2022年 １，８５４ ３７
績 2023年 １，４８８ ４１

2024年 １，３３０ ３１

１，６６２ ３５

１，２００ ４０

概
　
要

2020年 １，２７３ ４１
実 2021年 １，２９５ ５２

2022年 １，１７３ ５９
績 2023年 １，２９５ ５２

2024年 １，０８７ ６５

１，２２５ ５３

１，１００ ６５

概
　
要

2020年 １８８ ７４
実 2021年 ２１６ ９３

2022年 １８０ １１９
績 2023年 ２１６ ９３

2024年 １９６ １１６

１９９ ９９

２００ １００

概
　
要

2025年見通し

　和歌山、高知、熊本からの入荷となる。２月が低温で推移したため、出荷量は多くな
かったが、気温の上昇に伴い入荷量は増える。特に、上旬の出荷量は多くなる見込み。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　沖縄中心の入荷。作柄が悪く、入荷量は前年よりも減少する見込み。価格は前年より
も大幅に高くなる見込み。

５ヵ年平均

2025年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知、輸入中心の入荷。愛知産の栽培面積の減少の影響もあり、国産は前年より少な
い見込み。その減少分を輸入で補うため、全体としては前年並の入荷量となる見込み。

５ヵ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、三重、沖縄からの入荷。上旬は入荷量、相場の動きも落ち着くと思われ。中旬
以降は春の彼岸需要に向けて、入荷量も増えるが、引き合いが強まり、相場は強い見込
み。

　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2025年見通し

５ヵ年平均

2025年見通し

単位：千本、円／本
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2020年 ２８１ １６０
実 2021年 ２６９ １８８

2022年 ２４２ １９０
績 2023年 ２６９ １８８

2024年 ２２６ ２１６

２５７ １８７

２２０ ２２０

概
　
要

2020年 ４２５ ７５
実 2021年 ３３７ １０８

2022年 ３３２ １１８
績 2023年 ３３７ １１１

2024年 ３１５ １２１

３４９ １０５

３２０ １２０

概
　
要

2020年 ６７０ ８３
実 2021年 ７４８ １０７

2022年 ７８２ １１４
績 2023年 ７４８ １０８

2024年 ７１９ １２９

７３３ １０９

７２０ １３０

概
　
要

2020年 １，２８７ ５２
実 2021年 １，５０９ ６４

2022年 １，４４１ ６７
績 2023年 １，５４７ ６５

2024年 １，４４０ ６７

１，４４５ ６３

１，４００ ７０

概
　
要

2025年見通し

　桃の出荷も終わり、国際女性デーに向けてミモザアカシアの引き合いが強くなるが、
例年にない不作。12、１月と雨が少なく、花が膨らんでいない。冬場の乾燥が追い打ち
をかけ、促成物も出荷が非常に少ない状況。卒業シーズンに入るが、コデマリ等も遅れ
気味。桜等は例年通りの入荷が見込まれる。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2025年見通し

　コチョウランは国内産、輸入も含めて入荷微増の見通し。カトレアは暖かさが進むに
つれ、微増していく。デンファレはソニア中心に入荷増、オンシジウムは上位等級が今
後増えてくる。シンビジウムは徳島、高知産が入荷予定。

ば
　
　
　
　
　
ら

５ヵ年平均

2025年見通し

　愛知、岐阜、三重を中心に入荷。３月から輸入の入荷量は伸びてくる見込み。国産は
例年並の入荷となる見込み。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヵ年平均

2025年見通し

　オリエンタルは高知、宮崎、埼玉、愛知からの入荷となる。入荷量は多くない見込
み。鉄砲、ＬＡユリ等はやや少ない入荷となる見込み。

枝
　
　
も
　
　
の

５ヵ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　２月１９日現在）

2020年 ４，３１１ ３９６

実 2021年 ４，３７５ ４２０

2022年 ５，６９３ ５０６

績 2023年 ７，８６９ ５１１

2024年 ３，３１７ ５９６

５，１１３ ４８６

３，０００ ５９７

概
　
要

2020年 ３０，５４５ ３，０９４

実 2021年 ２８，６８４ ３，８７２

2022年 ２８，８３３ ４，２３６

績 2023年 ３５，６１１ ３，９７１

2024年 ３０，９８６ ３，５１４

３０，９３２ ３，７３７

３０，９００ ３，５２１

概
　
要

2020年 ６３，８６６ １７９

実 2021年 ６９，５６４ １９７

2022年 ５４，７９１ ２０６

績 2023年 ６４，６０５ ２１７

2024年 ４６，６２８ ２２６

５９，７２７ １９５

４６，０００ ２２８

概
　
要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年並か。ミディー胡蝶蘭の生産量も下げ止まりし、単価も安定する。大輪も前
年並の見込み。輸入苗の単価、資材費の値上により単価は前年並の見込み。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（54.8％）、２位千葉
（9.0％）、３位宮崎（8.6％）となっている。

５ヵ年平均

2025年見通し

バ
 
ラ
 
及
び
 
ミ
 
ニ
 
バ
 
ラ

　入荷量は前年並か。小鉢の３～４号が中心となり、５号以上は４月以降の入荷になる見込
み。各種イベントで需要が高まることを期待したい。３月は暖かい予報で出荷が早まること
が予想されるが、価格は前年並の見込み。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（64.1％）、２位岐阜
（28.9％）、３位愛媛（4.7％）となっている。

フ
　
ァ

　
レ
　
ノ
　
プ
　
シ
　
ス

品
目

カ
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
ー

　球根価格の高騰と販売価格の低迷により、３月から母の日前の出荷を行わない生産者がい
るため、入荷量は例年より大幅に減少する見込み。５号鉢中心の入荷となる。価格は入荷量
の減少に伴い堅調。前年は３月の気温が低く、低調気味だったが、今年は春の訪れが早い予
報であり、暖かければ堅調な動きとなる。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（71.0％）、２位長野
（24.6％）、３位千葉（2.0％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

2025年見通し

５ヵ年平均

2025年見通し

単位：鉢、円／鉢
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2020年 ６０，５５９ ２１０

実 2021年 ５６，６７７ ２７３

2022年 ４８，２４４ ２６４

績 2023年 ５７，６９６ ２７９

2024年 ４７，５７１ ３１４

５４，１４９ ２６６

４７，０００ ３１５

概
　
要

2020年 ７４，９１８ １９２

実 2021年 ９５，０８２ ２２０

2022年 ８９，０５８ ２１７

績 2023年 ８８，８２５ ２０６

2024年 ６６，２８８ ２１７

８２，８３４ ２１１

６６，０００ ２１２

概
　
要

2020年 ２０，０４８ ５１２

実 2021年 １６，３６２ ６４３

2022年 １４，４５９ ６６１

績 2023年 １３，６１３ ７０９

2024年 １２，３５３ ６８４

１５，３６７ ６３０

１２，０００ ６５０

概
　
要

2025年見通し

　入荷量は前年並か。鉢サイズは、３．５号ポット及び４号鉢が中心となる。価格面では５
号鉢以上が厳しく、主要サイズが安定するため大幅な変動はない見込み。春の訪れが早い予
報となっており、３月が暖かければ出荷が前倒しとなり、下旬は品薄になると見込まれる。
ここ数年、色変わりの品種やアネモネ咲き・ポンポン咲き等の変わり咲き栄養系品種の人気
が高い。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（24.0％）、２位愛知
（16.1％）、３位岐阜（14.2％）となっている。

2025年見通し

　入荷量は前年並か。花芽形成が早い産地もあり、３月２週目から４、５号が品薄となり、
品薄高の見込み。資材、燃料等の高騰により、産地の価格は高値傾向の見込み。買い手に届
くかが鍵になると思われる。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位香川（21.1％）、２位愛知
（20.1％）、３位富山（16.1％）となっている。

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2025年見通し

　入荷量は前年よりわずかに減少か。例年と同じく４～６号中心の入荷になる。開花が例年
より遅れているが、気温の上昇次第では開花が急激に進み、出荷が重なる可能性もある。２
月の寒波の影響等により、前年より販売は苦戦しており、３月も前年より厳しい見込み。生
産者は年々減少傾向。
　前年３月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（51.7％）、２位岡山
（18.5％）、３位高知（13.6％）となっている。

デ
　
ン
　
ド
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ビ
　
ウ
　
ム

５ヵ年平均

マ
　
ー
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ッ
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５ヵ年平均
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いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


